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③
実
際
に
質
問
を
入
力

　
「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
信
す
る
」
と
書
い
て
あ
る
Ｂ
Ｏ
Ｘ

に
質
問
し
た
い
内
容
を
入
力
し
、
送
信

ボ
タ
ン
を
押
す
と
回
答
結
果
が
出
力
さ

れ
ま
す
。

　
以
降
は
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
中
心

に
生
成
Ａ
Ｉ
使
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
場
面
で

の
具
体
的
な
活
用
例
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

 【
社
外
文
書
の
作
成（
業
務
効
率
化
）】

 【
ロ
ゴ・店
名
の
考
案（
売
上
向
上
）】

　　
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
は
上
手
く
活
用

す
れ
ば
非
常
に
有
効
で
す
が
、
生
成
Ａ

Ｉ
の
限
界
や
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
点
を
十
分
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

①
出
力
さ
れ
た
情
報
の
正
確
性
に
注
意

　
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
の
大
量
の
デ
ー
タ
を
学
習
し
、
そ
の

中
に
潜
在
す
る
パ
タ
ー
ン
や
規
則
性
を

抽
出
し
、
入
力
さ
れ
た
情
報
に
対
し
て

最
も
確
か
ら
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
生
成

し
ま
す
。
た
だ
し
、
生
成
さ
れ
た
情
報

は
正
確
性
・
信
頼
性
が
保
証
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
“
正
し
い
可
能
性

が
高
い
”
内
容
で
す
。

②
個
人
情
報
・
機
密
情
報
は
入
力
し
な

い
　
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
で
は
、
入
力
さ
れ

た
情
報
が
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
Ａ
Ｉ
社
の
モ
デ
ル

の
学
習
に
使
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
秘

匿
性
の
高
い
情
報
を
入
力
し
た
場
合
、

そ
の
情
報
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
に
保
存

さ
れ
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
企
業
な
ど
第
三
者
に
情
報
が

漏
え
い
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
氏

名
・
連
絡
先
・
住
所
な
ど
個
人
情
報
に

関
わ
る
情
報
や
、
企
業
の
財
務
情
報
、

顧
客
情
報
な
ど
の
機
密
情
報
は
入
力
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
規
約
の
遵
守

　
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際

は
、
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
利
用
規

約
を
理
解
・
遵
守
し
ま
し
ょ
う
。
特
に

商
用
利
用
や
著
作
権
の
制
約
に
は
留
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　
例
え
ば
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
利
用
す

る
場
合
、
金
融
・
医
療
・
法
律
分
野
の

コ
ン
テ
ン
ツ
や
ニ
ュ
ー
ス
生
成
・
要
約

な
ど
消
費
者
向
け
に
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作

成
し
提
供
す
る
場
合
は
、
Ａ
Ｉ
が
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
潜
在
的
な
限
界
を

知
ら
せ
る
免
責
事
項
を
ユ
ー
ザ
ー
に
提

供
す
る
必
要
が
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

④
生
成
物
が
権
利
侵
害
に
な
る
可
能
性

に
注
意

　

単
に
生
成
Ａ
Ｉ
に
他
人
の
著
作
物

（
第
三
者
が
著
作
権
を
有
し
て
い
る
デ

ー
タ
、
商
標
や
意
匠
と
し
て
登
録
さ
れ

て
い
る
ロ
ゴ
・
デ
ザ
イ
ン
等
）
を
入
力

す
る
だ
け
の
行
為
は
、
権
利
侵
害
の
リ

ス
ク
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
生

成
Ａ
Ｉ
か
ら
の
生
成
物
が
既
存
の
著
作

物
と
同
一
・
類
似
し
て
い
る
場
合
は
、

当
該
生
成
物
を
利
用
す
る
こ
と
で
権
利

侵
害
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

当
所
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

　
10
月
18
日
㈮
・
11
月
６
日
㈬
に
「
生

成
Ａ
Ｉ
の
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し

ま
す
。
こ
ち
ら
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
実

際
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｐ
Ｃ
等
で
操

作
し
な
が
ら
実
践
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
具
体
的
な
活
用
方
法

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
す
る
際
に

注
意
す
べ
き
こ
と

▼社内利用ガイドラインの策定
　生成ＡＩを全社的に活用するためには、上
記の注意すべき点を経営者・従業員全員が
理解したうえで使用することが重要であり、
組織としての生成ＡＩに対する考え方や注意
事項を示す「社内利用ガイドライン」を策定
し、社内で共有することをおすすめします。
（一社）日本ディープラーニング協会がガイ
ドラインのひな形を策定し、無料で公開し
ています。　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　

（一社）日本ディープラ
ーニング協会「生成AI
の利用ガイドライン集」

加古川商工会議所「生
成AIのビジネス活用セ
ミナー」募集ページ　

①指示は明確に
　求めていない回答が返ってくるのは、多くの場合指示が明確ではないからで
す。前提情報、参考情報、例（お手本）は積極的に提供するとともに、条件
（例：○○文字以内で、ビジネス文として相応しい形で）、出力方法（例：箇
条書き、表、先生と生徒の対話形式で）も明確に記載しましょう。
※企業での活用にあたっては参考情報として自社の経営方針・理念なども入れ
ると自社の方向性に合った回答が得られる可能性が高くなります。
②AIの役割を明示する
　AIがどのように振舞ったらよいか明示することも重要です。例えば、文章の
校正であれば、入力内容の冒頭に「あなたはプロの校正者（翻訳者、編集者、
コンサルタント・・・等）です」などとAIの役割を明確にすると良いでしょ
う。
③＃（ハッシュタグ記号）を活用
　AIが区別しやすいように、各項目に#を用いて区切りましょう。　　　　　
（例：#命令文 #条件 #入力文 #出力文）
④逆質問をさせる
　「より良い回答を提供するために追加で必要な情報があれば私に質問してく
ださい。」と付け加えることで、不足する情報があればAIが逆質問してくれま
す。

以下の社外向け文書を作成
してください。
#内容
・顧客に対し、販売価格改
定のお願いをする
・昨今の燃料費・原材料費
の高騰による影響
#条件
・日本のビジネス文書（ビ
ジネスレター）としてふさ
わしい体裁・文体で作成

ハンドメイド雑貨を中心とした小売店を開業したいので、
語感がよく覚えやすいお店の名前とロゴを作成してください
　

ChatGPT上でDALL-E
（画像生成AI）を使って生
成された画像　　　　　

より精度の高い回答を得るための４つのポイント


